2013/4/22
栄養士会会員の皆様へ
　第86回日本産業衛生学会　企画運営委員長

愛媛大学教授　谷川　武
産業栄養に関するシンポジウムのご案内
趣旨：　健康日本２１や特定健診・特定保健指導などの施策により、働く人の生活習慣病予防対策、とくに食事・栄養面での取り組みが求められています。しかし、産業保健の関連法規において管理栄養士等の役割が明示されていないこともあり、これらの専門職の能力が十分に活用されず、食事・栄養面での取り組みが進められていない現状があります。この現状を打破するためには、栄養専門職のみならず産業保健に携わる全ての者が、産業栄養の重要性を再認識する必要があります。そこで学術面・実践面の両面から産業栄養の効果（エビデンス）をディスカッションするシンポジウムを、松山で開催される第86回日本産業衛生学会で企画しました。

　まず、働く人の健康づくりにおける食生活・栄養面からのアプローチについて、ハイリスクアプローチとポピュレーションアプローチの両面から、これまでに得られているエビデンスをまとめ、そのうえで、今後、どのようなエビデンス構築が必要であり、そのためにどのような研究が求められているかを、実際に研究を実施した経験に基づき述べます。研究ベースの話題だけに留まらず、ディスカッションにおいては、研究参加施設が研究終了後にその経験を定着させるにはどうすべきかなども討論したいと考えています。
　産業衛生に関係する栄養士会の皆様にもこのシンポジウムを機に当学会に入会いただき、産業栄養の分野をさらに発展させて行っていただければと考えております。
日時と場所：　5月15日(水)　10:00～12:00　第3会場（ひめぎんホール本館2F 真珠の間A）

　　　　　　　　ひめぎんホール：〒790-0843　愛媛県松山市道後町2丁目5番1号　TEL：089-923-5111

シンポジウム1　エビデンスに基づく産業栄養の実現に向けて
座長：武見　ゆかり　（女子栄養大学　食生態学研究室　教授）

　　　　由田　克士　（大阪市立大学大学院　生活科学研究科　食・健康科学講座　公衆栄養学）
栄養指導のエビデンス
岡山　明（公益財団法人結核予防会　第一健康相談所総合健診センター）
社員食堂や宅配弁当を利用した環境改善（ポピュレーションアプローチ）のエビデンス
村山　伸子（新潟医療福祉大学健康科学部医療福祉学研究科 研究科長/医療福祉学専攻 教授）
職場における栄養指導の効果を検証するための研究デザインとその実際（１）
上西　一弘（女子栄養大学　栄養生理学研究室　教授）
職場における栄養指導の効果を検証するための研究デザインとその実際（２）
森野　眞由美（株式会社バイワネル　代表取締役/管理栄養士）
指定発言： 和田　安彦　（高知県立大学健康栄養学部　教授）
第86回日本産業衛生学会（松山）の会期は5/14火〜17金です。詳細は、以下HPを参照下さい。

http://jsoh86.umin.jp/
